










WATERSCAPE HAS HUNERAL AND BUSTLE





　 The sacred place ,which used to be the center of the city,has become the remaining space of the city 
due to city planning.We propose a new waterfront space that reflects Ryogoku’s history,brings together
condolences and bustle,and raises awareness of disasters.











画像 1 画像 2
1-５.　これからの水辺空間
日常的に多くの癒しや豊かさを与えてくれる水辺空間だが、  その裏には自然災害という大きな危険が潜んでいる。
人々が水と共生していくことは容易いことではない。そんな場所で水と街を切り離さずに暮らしていくにはどうすれ
ばよいのだろうか。
隅田川流域に位置し、高速道路とカミソリ堤防により川と街の関係が希薄化している墨田区両国を対象とする。
1-４.　水辺空間の分析
撮影した水辺空間をいくつかの要素に分けて分析を行う。図１は堤防という大きなバリアで川と街が切り離されるこ
とで、水辺の遊歩道が静かな落ち着いた空間となり、 散歩をする人や読書をする人などが多く見られた。
図２は川と街がゆるやかな芝生広場でつながっており、人が入りやすい遊歩道であるため、子供連れやペットを連
れた家族が多く見られた。子供が多いため、賑やかで活気の溢れた空間となっている。また、この場所は時間帯に
よって変わる水位により、一部の遊歩道が現われたり川に沈んだりしており、人と川を近づける一つの要素になって
いる。
図３は、使われている遊歩道と街の間にもう一つ遊歩道があるが、堤防というバリアによって川を眺められないため、
全く利用されていない。 そのため、野良猫のたまり場となっている。
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２．　隅田川流域と両国
防災 交通 生業・その他歓楽
1600
1700
1800
1900
2000
1659(1661)年　両国橋の創架
明暦の大火の大災害を目の当たりにしたこと、
江戸市街地の拡大政策が理由。
1657年　明暦の大火（振袖火事）
江戸中の大半を焼き尽くし、焼死者は10万人。
当時は隅田川に橋がかかっておらず、隅田川畔で
逃げ場を失った人々が大勢亡くなった。
1687年　橋詰の火除地の拡大
広小路の北側の町家が一まとめに取り払われた。
1742年　両国橋の改架
1688年　両国広小路が東西ともに
　　　　 盛り場的様相を呈し始める
1716~36年　盛り場として本格的発展1725年　橋の火防・水防対策の整備、
　　　　 盛り場の振興
1962年　隅田川花火の中止
1978年　隅田川花火大会の復活
1985年　大相撲場所の興行再開
1732年　隅田川花火の起源となる
　　　　 花火の打ち上げ
江戸で流行した疫病の厄払いのため
1931年　区画整理
1661年　両国（元町・横網町・小泉町）
　　　　 地区が町屋となる
1833年　両国回向院での大相撲が
　　　　 定場所となった
1909年　旧両国国技館が開設 1923年　中央卸売市場江東分場が、
　　　　 現在の江戸博の場所で
　　　　 業務開始
1894年　総武線が開通
　　　　本所停車場（錦糸町）が開設
1904年　両国橋停車場が開設
1930年　両国駅に改名
1932年　総武線が隅田川を渡った
856年　牛嶋神社の創建
1693~98年　新大橋、永代橋の創架
東西両岸を行き来する人がより多くなった
835年　住田川という名がつく
1910年　下町一帯が冠水する大水害
1872年　深川清住町にセメント工場
　　　　 が創立
1887年　紡績工場が鐘ヶ淵で創立
これらを機に隅田川流域が一大工業地帯となる
1923年　関東大震災
1945年　東京大空襲
　　　　 両国橋の架け替え
1975年　カミソリ堤防の完成
1930年　震災記念堂の建設
1951年　東京都慰霊堂の創建 1942年　市街路面電車の開通
1971年　市街路面電車の廃線
2000年　都営大江戸線の開設
1971年　首都高速の向島・両国JCT
　　　　 開通
1648年　相撲興業の禁止
1684年　相撲興業の再開
1768年　回向院で初めての
　　　　 大相撲開催
1948年　隅田川花火の復活
1964年　東京オリンピック
これを契機に、工業排水の規制や周辺地域の下水道
整備が行われ、隅田川の水質は改善へと向かう
1692年　隅田川での殺生禁止
1855年　乗合蒸気船の運行開始
現在の水上バスの起源
隅田川流域には多くの歴史があり、年表を作ることで、「防災」、「歓楽」、「交通」、「生業」という4つのキー
ワードが出てきた。相撲や隅田川花火大会が有名なので「歓楽」というイメージはあるが、その反面、「防
災」関連にも多くの歴史がある。
1657年の明暦の大火（振袖火事）により、 江戸中の大半が焼き尽くされ、10万人が焼死した。当時は隅田川に橋が
かかっておらず、隅田川畔で逃げ場を失った人々が大勢亡くなった。明暦の大火の大災害を目の当たりにしたこと、
江戸市街地の拡大政策を目的として1659年に両国橋が創架された。つまり両国橋は、明暦の大火のような災害時
に隅田川を渡って両岸を行き来できるようにと、 避難経路として作られたと考えられる。
両国橋の創架により、 隅田川東西の人の行き来が増え、両国地域が市街地化していく。1687年には橋詰の火除け
地が拡大し、両国広小路が東西ともに盛り場として発展しはじめた。つまり橋詰の広小路は、最初は防災拠点として
計画されたが、人の往来が増えたことで盛り場となり始めたと考えられる。
盛り場として発展してきた一方で、1900年以降多くの大災害に見舞われた。1910年には下町一帯が冠水する大水
害、1923年には関東大震災、1945年には東京大空襲などに見舞われ、多くの人々が亡くなった。関東大震災、東京
大空襲の後には、両国地区に亡くなった人々を弔うための震災記念堂や東京都慰霊堂がつくられ、慰霊の場ともな
り始める。
また、1880年代に多くの工場が建設されたことをきっかけに隅田川の水質は汚染され始めた。しかし、1964年の東
京オリンピックを契機に、 工業排水の規制や周辺地域の下水道整備が行われ、隅田川の水質は改善へと向かう。
関東大震災直後の両国は、川沿いに建物が並び、物資の運搬に水路を活用していた。
しかし現在の隅田川沿いは、 1971年に開通した首都高速や1975年につくられたカミソリ堤防によって、隅田川と
街の関係が希薄になっている。
３．　提案
３-1.　プログラム
首都高速やカミソリ堤防によって希薄化してしまった隅田川と両国の街を建築によってつなげる。 既存のカミソリ堤
防を建築の壁として利用することで、 建築と川との距離を近づける。堤防により街側と川側の機能を明確に分ける
ことで、万が一の水害時に浸水してはならない部分を守る。浸水してはならない街側には、両国の歴史を学べる資
料館、一般の人々を弔うための共同墓地、地域の人たちが利用できるカルチャーセンターを計画する。川側には、隅
田川に開いたカフェ、静かな空間を利用した図書館、水上バスからも眺められる舞台を計画する。また、敷地の上を
通る首都高の高架下に非常時の備蓄倉庫を計画する。 今までネガティブに捉えられてきた堤防や首都高を活用す
ることで、 土木構築物も一体となった建築となり、人々の生活環境に寄与するものとなる。
都市計画によって一度は失われてしまった両国の聖地を、  歴史を読み解くことでもう一度聖地へと戻し、水辺空間
の気持ちの良さを体感でき、災害に対する意識を高めてもらえるような場所を設計する。
３-２.　敷地
両国は、信仰空間と娯楽空間、 聖と俗とが併存するところであり、 それにより盛り場らしい特徴があった。また、過去
の自然災害により建てられた慰霊の場により、震災の象徴的な一面も持っている。両国地区は、  JR両国駅より北側
には両国国技館や江戸東京博物館などの観光地が多く、 ハレの場であると言える。 それに対し南側は住宅地が多
くケの空間である。
計画敷地は、かつては火除け地であり盛り場として発展した両国橋の橋詰と、その南側一帯の隅田川に面している
場所とする。ここは現在は橋詰広場があり、駐車場や住宅街としても使われている。また、高架下は薄暗い空間で、
ホームレスの居場所となっている。
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川に沿って一直線の既存の堤防を、建物の壁として機能させる。その時に、構造的に強くなるようできるだけ凸凹を
つくる。それにより、堤防より川側にも広い空間を作ることができ、人が水により近づけるようにする。
堤防を建物の壁として活用することで、川側と街側の機能を明確に分ける。そうすることで、歴史から読み解いた
『弔い』と『賑わい』が併存する場を実現させる。街側には万が一の水害でも浸水してはならない機能を、川側には
人々の居場所となる機能を設ける。
３-４.　堤防を利用した機能の明確化
３-５.　高架下空間の活用
高架下の使われていない空間を活用する
ため、軽量鉄骨を用いた足場を高架から
吊るし、余白空間を有効活用する。
人々が高架下を利用することで、普段は見
られない水辺の景色が楽しめる。また、無
機質だった高架下に人の居場所ができる
ことで、川から見ても他とは異なる街並みを
眺められる。
↓
４．　設計
１.相撲甚句の公演震災に関する講演を行う舞台 ２.隅田川を一望できる高架下の回廊
１
２
５．　終章
４.家族でお墓参りをする共同墓地３.堤防の壁一面を利用した大きな本棚のある図書館
おわりに
計画敷地は、かつては火除け地であり盛り場として発展した世界には豊かな水辺空間がたくさん存在している。し
かし、それらの多くは水害対策などの影響により本来の魅力的な空間を失いつつある。
水辺空間にはその場所に合った使われ方があり、地域の歴史を読み解くことでその場所に根付いた空間になる得
る。都市計画によって失われてしまった水辺空間が、地域と関係を持つことでより多くの人にその豊かさを感じても
らえるような場になることを期待する。
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